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 グラフを利用すると、数値データを視覚的に表現することができる。表計算ソフトを使

えば、簡単に数値処理をしたり、グラフを作成したりすることができる。 

いくつかの基本的な関数を覚えて、活用できるようにしよう。また、それぞれのグラフ

の特徴を理解して、目的に合ったグラフを選択するように注意しよう。 

 

 

１．裏にある気象データをグラフ化して、分析してみよう。 

 

２．自分の学校に近い都市をひとつ選び、月別最高気温のデータについて、｢棒グラフ｣｢折

れ線グラフ｣｢円グラフ｣の３つのグラフにして、見やすさ・分かりやすさを比べてみよう。

また、問題点はないか考えてみよう。 
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３．  月の各地の降水量データについて、｢棒グラフ｣｢折れ線グラフ｣｢円グラフ｣の３つ

のグラフにして、見やすさ・分かりやすさを比べてみよう。また、問題点はないか考え

てみよう。 
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